
（別紙様式２－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（ 熊本県立高森高等 ）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

地域社会と連携し、自然・文化・伝統を継承・発展させる活動に取り組み、高い意識をもっ

て地域創生や地域貢献を担うグローバルな視点を持った、自ら考え行動できる人材の育成を目

指す。 

 

【学校経営目標】 

（１）幼保小中高連携による発展的な英語教育とＩＣＴ特定推進校としての発展的なＩＣＴ活

用教育を実践する。  

（２）クリエイトハイスクール指定校として地元自治体や企業等と連携・協働した探究的及び

創造的な質の高い学びを実践する。 
（３）マンガ学科の設置及び普通科グローカル探究コースの開設により、地域活性化策に連動

した新たな学びによる特色化を図る。 

 

２ 本年度の重点目標 

・地元自治体や企業等と連携・協働した探究的創造的な質の高い学びを実践し、本校の魅力を

更に高める。 

・学校及び学科の特色を活かした教育活動を推進し、情報発信等を通じて本校の魅力を更に高

める。 

 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
大項目 小 項 目 

 
学校 
経営 
 

働き方改革を意識

した業務改善に取

り組む 

持続可能な組織的な
学校運営の構築 

各学期の業務振り返
りを行い、課題を分
析・検証し、改善案
を提示する 

学校行事や校務分掌
の取組を振り返り、
取組の検証や課題解
決に向けた改善案の
提示を、毎学期実施
する 

本校の魅力発信に
取り組む 

マンガ学科及び普通
科グローカル探究コ
ースの入学生確保の
ための組織的な取組
の実践 

本校の日常的な教育
活動をＳＮＳや特設
スタジオの活用によ
り、定期的に情報発
信する 

◯オープンスクール

上級学校説明会にお

いて、高森町、コア

ミックス社、県教委

と連携し生徒募集を

行う 
◯ＴＰＣと連携し、
校内スタジオを活用
した、本校の魅力発
信動画を作成し、情
報発信を行う 

 
学力 
向上 
 

生徒が自ら学びに

向かう力を育む教

育活動の研究 

教科を超えた授業研
究の体制づくり 

公開授業週間におけ
る校内の相互参観を
充実させる 

○公開授業週間前に
情報共有シートを作
成し、参観のポイン
トを共有する 
○公開授業週間のテ
ーマを設定する 
○公開授業週間中に
研究授業を実施する 

観点別評価の充実 本校の現状を把握し
たうえで、観点別評
価の実施に向けて研
究する 

○観点別評価を実施
するうえでの課題を
把握し、評価の方法
を改善する 
○観点別評価の意義
について研修等で理
解を深める 



キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

生徒の主体性を育

むキャリア教育を

推進する 
 
 

地域連携事業とキャ
リア教育の一体化 
 
 
 
 

地域に開かれたキャ
リア教育の充実を図
る 
 
 
 

インターンシップや
行事等をとおして本
校の目指す生徒像や
育成方針について広
報活動を行う 
 

体系的な進路指導の
確立 

高森高校版進路のし
おり「Ｌｙｎｘ」と
キャリア・パスポー
トの活用を充実させ
る 

Ｌｙｎｘについては
、各学年で運用する
とともに、生徒の体
験活動ごとにキャリ
ア・パスポートを作
成する 

 
生徒 
指導 
 

自らの強みを活か

し、集団を意識し

て「自律的」に行

動できる力を育成

する 
 
 

生徒心得（令和７年
４月改定）の理解と
、自律する態度の育
成 

生徒たちによる生徒
心得の啓発と実践 

生徒会が中心となり
生徒心得の遵守の啓
発活動を行う。あわ
せて、生徒心得の見
直しも行う 
 

「いのち」を守るた

めの交通安全指導 
 

交通事故・交通違反
「０」を目指す。自
転車通学者ヘルメッ
ト着用「１００％」
を目指す 

本年度から自転車通
学者ヘルメット着用
義務化を設定し、警
察などの外部機関と
連携しながら、交通
安全を啓発する 

人権教
育の推
進 

命を大切にする心

を育む指導の充実

を図る 
 
 
 

多様性を認め、自他
を尊重し行動できる
人権感覚の育成 

文部科学省が推進す
るウェルビーイング
（健康と幸福感）を
取り入れ、生徒・職
員・保護者が心身共
に有用感を感じ、自
尊感情が高まる取組
を実践する 

◯職員が生徒へ「自

分を語る」ことを目

的とした、ＨＲ活動

を実施する 
◯自他の大切さに気
付き、自他を認め寄
り添う取組として、
自分の想いを綴る人
権作文や人権レポー
トを生徒・職員全員
で作成する 

いじめ
の防止
等 

いじめを見逃さな
い、いじめを許さ
ない態度を育成す
る 

組織的ないじめの未
然防止と早期発見 

いじめ防止基本方針
を確認し、組織的な
動きを意識しながら
、いじめ防止を啓発
する 

いじめ防止について
学年･学科と連携し
ながら啓発を行う。
問題発生時は、迅速
に行動し、組織で対
応し、問題の拡大を
防ぎ、解決に向けた
取組を行う 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域との連携強化

による本校教育の

特色化を図る 
 
 

普通科グローカル探
究コースとマンガ学
科の教育の特色化（
魅力化）の構築と、
これまで築き上げて
きた本校教育の良さ
の再発見 

◯高森町、コアミッ

クス社、県教育委員

会との四者での連携

協定に基づいた魅力

化を推進する 

◯普通科グローカル

探究コースの魅力発

信をさらに強化する 
 

◯四者による本校の

魅力化に向けた定期

的な会議を開催する 

 

 

◯小中学生向け交流

イベントを開催する 
◯総合的な探究の時
間に係る成果報告会
を実施する 



健康管
理・安
全管理 
 
 

健康教育・保健教

育を推進する 

生活習慣の形成と心
身の健康に関する生
徒自身の自己管理能
力の育成 

講演会の実施や生徒
保健委員会の活動を
通して、心身の健康
の保持増進を図る 

◯外部講師を活用し

た講演会を実施する 
◯文化祭での発表や
保健だよりの発行等
保健委員会活動を充
実させる 

環境教育と防災教

育を推進する 

生徒・職員の安全に
対する意識の高揚 

◯４月のくまもと防
災月間及び９月１日
防災の日を機として
、地域の特徴や季節
に即した防災教育を
充実させる 
 
 
 
 
 
◯実用的な危機管理
マニュアルの改訂作
業に生徒及び職員の
意見を取り入れ、全
生徒と職員の防災意
識を向上させる 

〇４月に全校生徒と
全職員を対象とする
ＡＥＤ講習会を消防
署の指導の下実施す
る 
〇１学期に防災避難
訓練及び消火器使用
訓練を実施する 
〇２学期にシェイク
アウト訓練を実施す
る 
〇学校行事ごとの災
害避難計画を改訂す
る 
〇危機管理マニュア
ルの災害対応に関わ
る初期動作を整理し
実用性を高める 

 ※評価項目の数・内容については、各学校の実態に合わせ自由に設定してください。 
（複数枚になってもかまいませんが、重要度の高いものに絞り、項目を整理して記入してください。） 


